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徳島ペンクラブ

『
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
37
』
に
掲
載
さ
れ

た
作
品
を
読
ま
れ
た
会
員
か
ら
「
随
筆
、
エ
ッ
セ
イ
、
小

説
、
評
論
、
特
集
作
品
」（
散
文
部
門
）と「
俳
句
、
川
柳
、

短
歌
、
連
句
、
現
代
詩
」（
韻
文
部
門
）
の
二
部
門
そ
れ
ぞ

れ
の
力
作
に
投
票
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
投
票
の
あ
っ
た
会
員
58
人
の
推
薦
に
よ
り
ペ
ン
ク

ラ
ブ
賞
（
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
次
点
）
に
選
ば
れ
た
作

品
及
び
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
（
敬
称
・
略
）

○
「
随
筆
、
エ
ッ
セ
イ
、
小
説
、
評
論
、
特
集
」
部
門

最
優
秀
賞

「
桐
箪
笥
」
船
越
淑
子

最
優
秀
賞

「
鷲
の
門
」
鈴
木
綾
子

優
秀
賞

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
六
田
靖
子

次
点

「
テ
ル
を
食
べ
た
の
？
」
吉
田
徳
子

次
点

「
父
の
像
」
喜
島
政
行

次
点

「
き
み
に
会
え
て
よ
か
っ
た
」
竹
内
紘
子

次
点

「
伝
え
て
く
れ
た
一
枚
の
手
紙
」熊

谷
和
代

○
「
俳
句
、
川
柳
、
短
歌
、
連
句
、
現
代
詩
」
部
門

最
優
秀
賞

「
平
成
名
殘
歌
（
宮
中
歌
題
插
入
）」

松
田
一
美

優
秀
賞

「
お
も
い
」
安
曇
統
太

佳

作

「
詩
嚢
」
本
田
ま
も
る

佳

作

「
短
詩
重
唱
」

山
﨑
泰
子

次
点

「
懺
悔
室
」

上
窪
青
樹

3
月
1
日
に
研
修
会
を
兼
ね

て
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

表
彰
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
症
の
罹
患
を
危
惧

し
て
急
遽
延
期
と
な
り
、
5
月

の
総
会
で
表
彰
式
を
兼
ね
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
に
は

よ
り
多
く
の
御
参
加
を
頂
き
、

万
雷
の
拍
手
を
も
っ
て
お
祝
い

し
た
い
も
の
で
す
。

徳

島

ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞

徳徳

島島

ペペ
ンン
クク
ララ
ブブ
賞賞

185号
2020年4月1日
（令和2年）

ご
出
席
を

船越淑子さん

２０２０年５月１６日㈯
午後3時～

阿波観光ホテル
詳細は、２頁をご覧下さい。

1967年（昭和42年）創立

鈴木綾子さん

松田一美さん

総

会

散
文
部
門
最
優
秀
賞

韻
文
部
門
最
優
秀
賞

（１）



住
友
達
也
さ
ん
が
講
演

総総
会会

5
月
16
日（
土
）
阿
波
観
光
ホ
テ
ル

皆様の御出席を

お待ちしています

ペペ
ンン
クク
ララ
ブブ
賞賞
表表
彰彰
式式

日

時

2
0
2
0
年
5
月
16
日
（
土
）
午
後
3
時
か
ら

場

所

徳
島
駅
前

阿
波
観
光
ホ
テ
ル

講

演

テ
ー
マ
「
私
を
突
き
動
か
す
も
の
」

講

師

（
株
）と
く
し
丸

代
表
取
締
役
社
長

住
友
達
也
さ
ん

受

付

午
後
2
時
半
〜
3
時

講

演

午
後
3
時
〜
4
時

総

会

午
後
4
時
〜
5
時
半

懇
親
会

午
後
5
時
半
〜
7
時
半

会

費

6
、
0
0
0
円
（
懇
親
会
費
）

申

込

同
封
の
ハ
ガ
キ
用
紙
（
63
円
切
手
貼
付
を
）

備

考

申
込
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
連
絡
は
、
2
日
前
迄
に
お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
以
後
は
懇
親
会
費
を
請
求
さ
せ
て
頂
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

連
絡
先

安
曇
統
太

電
話
0
9
0
8
6
9
2
9
6
1
3

徳徳
島島
のの
歴歴
史史
的的
建建
造造
物物
5500
選選
巡巡
回回
パパ
ネネ
ルル
展展

①

4
月
8
日（
水
）〜
5
月
1
日（
金
）美
馬
市
立
図
書
館

②

6
月
2
日（
火
）〜
6
月
16
日（
火
）板
野
町
文
化
の
館
さ
く
ら
ホ
ー
ル

③

8
月
7
日（
金
）〜
8
月
16
日（
日
）あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
2
Ｆ
特
別
展
示
室

④

翌
年
1
月
26
日（
火
）〜
2
月
2
日（
火
）阿
波
銀
プ
ラ
ザ

※
第
21
回
徳
島
県
民
文
化
祭
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
好
評
を
博
し
た

パ
ネ
ル
を
巡
回
展
示
し
ま
す
。
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
参
照
下
さ
い
。

●
応
募
規
定

内
容
は
自
由
（
エ
ッ
セ
ー
、
随
筆
、
主
張
な
ど
）。1
人
一
編
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。
Ａ
4
、
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
3

枚
以
上
5
枚
ま
で
（
縦
書
き
）。ワ
ー
プ
ロ
の
場
合
は
Ａ
4
サ
イ
ズ
横
版
に
タ

テ
40
字
×
ヨ
コ
30
行
（
ポ
イ
ン
ト
12
）。原
稿
用
紙
に
通
し
番
号
（
ペ
ー
ジ
）

を
記
入
。1
行
目
に
作
品
名
と
氏
名
を
記
入
、2
行
目
か
ら
本
文
。別
紙
に
、

ふ
り
が
な

ふ
り
が
な

①
作
品
名

②
氏
名

③
性
別

④
年
齢

⑤
郵
便
番
号
・
住
所

⑥
電
話

番
号

⑦
学
校
名
・
学
年
（
学
生
・
生
徒
の
場
合
）
原
稿
に
添
付
。
筆
名
の

場
合
も
、
本
名
と
筆
名
を
記
入
。

●
応
募
資
格

徳
島
県
内
在
住
者
、
徳
島
県
出
身
者
、
外
国
人
の
方
は
日
本
語

で
応
募

●
作
品
送
付
先

〒
7
7
0
―

0
8
7
3

徳
島
市
東
沖
洲
2
丁
目
1
の
13

徳
島
県
教
育
印
刷
㈱
内
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ「
第
21
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」係

●
締
め
切
り

2
0
2
0
年
6
月
30
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
発
表

8
月
（
予
定
）
徳
島
新
聞
に
発
表
、
お
よ
び
本
人
に
通
知

●
賞

▽

随
筆
大
賞

（
1
名
）

賞
状
・
賞
金
3
万
円

▽

準
大
賞

（
1
名
）

賞
状
・
賞
金
1
万
円

▽

優
秀
賞

（
2
〜
3
名
）
賞
状
・
賞
金
5
千
円

随
筆
大
賞
・
準
大
賞
の
作
品
は
2
0
2
0
年
12
月
発
行
予
定
の
「
徳
島
ペ
ン

ク
ラ
ブ
選
集
」
に
全
文
掲
載
。

●
表
彰
式

9
月
6
日
（
日
）

場
所

阿
波
観
光
ホ
テ
ル

詳
細
は
後
日
、
受
賞
者
に
直
接
通
知
す
る

●
審
査
員

▽
依
岡
隆
児
（
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授
）
▽
柏
木
康
浩
（
徳

島
新
聞
生
活
文
化
部
担
当
部
長
）
▽
丁
山
俊
彦
（
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
）

▽
竹
内
菊
世
（
阿
波
の
歴
史
を
小
説
に
す
る
会
会
長
）

詳
し
い
こ
と
は

随
筆
大
賞
実
行
委
員
会
委
員
長
上
窪
青
樹
電
話
0
9
0
7
1
4
2
2
8
5
2

第第
2211
回回
とと
くく
しし
まま

随随
筆筆
大大
賞賞

応募締切応募締切

６月３０日６月３０日

皆
さ
ん
の
力
作
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

皆
さ
ん
の
力
作
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

徳島ペンクラブ通信185号 2020年（令和2年）4月1日
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リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

会
員
。
敬
称
・
略
。
佳
作
は
、
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
第
17
回
と
く
し
ま
文
学
賞
」

脚
本

優
秀
賞

菊
野
啓
。

文
芸
評
論

優
秀
賞

竹
内
紘
子
。

俳
句

最
優
秀
賞

青
木
慧
。
連
句

優
秀
賞

三
輪
和
、
岡
本
信
子
、
竹
内
菊
、
関
真
由
子
。

「
幻
冬
舎
小
説
コ
ン
テ
ス
ト
」
第
1
席
大
賞

菊
野
啓
。

「
第
22
回
日
本
自
費
出
版
文
化
賞
」
入
選

山
崎
純
世
。

「
や
め
と
き
、
無
理
、
無
理
」
長

男
に
そ
う
言
わ
れ
て
引
下
が
る
私
で

は
な
い
。

「
い
い
え
、
買
い
ま
す
」
六
十
の

手
習
な
ら
ぬ
、
八
十
路
に
入

っ
て
初
め
て
ス
マ
ホ
を
手
に

し
た
。

私
の
ス
マ
ホ
は
、
エ
ー
ユ

ー
で
も
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
で
も

な
く
ド
コ
モ
で
も
な
い
。
テ

レ
ビ
ト
ク
シ
マ
の
ト
ク
ス
マ

だ
。こ

の
ス
マ
ホ
に
は
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
な
く
て
、
そ
の
つ
ど

イ
オ
ン
モ
ー
ル
四
階
に
あ
る

店
舗
に
出
向
い
て
教
え
て
も

ら
う
。
こ
れ
が
又
楽
し
い
。

イ
ケ
メ
ン
の
お
兄
さ
ん
が
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
え
て
く
れ
る
。

通
い
始
め
て
約
二
年
、
発
信
、
着

信
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
も
ど
う
に
か

打
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

次
は
漢
字
の
転
換
、
絵
文
字
へ
の

挑
戦
、
何
よ
り
の
念
願
で
あ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ツ
ト
も
始
め
よ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
日
本
国
中

を
、
そ
し
て
世
界
中
を
も
巡
っ
て
み

た
い
。

飛
行
機
に
は
乗
り
た
く
な
い
。

豪
華
客
船
で
あ
っ
て
も
船
は
駄
目
。

移
動
は
電
車
の
み
。

こ
ん
な
私
だ
か
ら
と
う
の
昔
に
海

外
旅
行
は
夢
の
ま
た
夢
と
諦
め
て
い

た
が
、
夢
で
な
く
な
っ
た
。
こ
の
ス

マ
ホ
が
瞬
時
に
世
界
中
ど
こ

に
で
も
連
れ
て
い
っ
て
く
れ

る
。「

い
い
え
、
買
い
ま
す
」

買
わ
な
く
て
後
悔
す
る
よ

り
、
買
っ
て
後
悔
す
る
ほ
う

が
い
い
、
そ
ん
な
思
い
で
踏

み
切
っ
た
け
れ
ど
正
解
だ
っ

た
。あ

の
薄
っ
ぺ
ら
い
長
方
形

の
箱
は
玉
手
箱
だ
。

夢
が
一
杯
つ
ま
っ
て
い
る
。

指
先
で
画
面
を
な
ぞ
っ
て

夢
と
遊
ぼ
う
。

お
一
人
さ
ま
で
も
、淋
し
く
な
い
。

（
國
友
八
重
子
）

入入
賞賞
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。

岸積さん
時評歳時記「言うた
らなんやけど」
Ａ5版 164頁
2019年10月発行
航標俳句会発行。

三好昭一郎さん
阿波郷土史研究 part16
「西条城番と藩初の
勧農政策」
Ａ5判版 104頁
2020年1月1日発行
（有）三星堂印刷。

八十路の手習八十路の手習

西池冬扇さん
高浜虚子・未来への
触手」
四六版 211頁
2019年9月25日発刊
（株）ウエップ発行。

竹内菊世さん
俳句小説「季のうつ
ろひ」
四六判 215頁
2019年10月1日発行
徳島県教育印刷。
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木
村

義
次
さ
ん
（
令
和
元
年
11
月
22
日
逝
去
）
101
歳

訃

報

4
月
29
日
に
、恒
例
の「
文

学
散
歩
」
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
の
文
学
散
歩
は
、
徳

島
市
国
府
町
の
気
延
山
東
麓

を
歩
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
府
町
は
古
代
に
「
国
府
」

が
置
か
れ
た
古
く
か
ら
開
け

た
由
緒
あ
る
地
域
で
す
。
県

の
名
勝
に
も
指
定
さ
れ
た
勇

壮
な
庭
園
で
有
名
な
国
分
寺
を
中
心
に
、
歴
史
的
な
建
造
物
や
史
跡
な
ど
が
数

多
く
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
分
寺
は
、
現
在
本
堂
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
文
学
散
歩
の
当
日
ま
で
に
は
工
事
も
終
了
し
て
い
る
予
定
で
す
。
新

装
な
っ
た
本
堂
、
庭
園
な
ど
を
見
学
し
、
あ
と
常
楽
寺
や
矢
野
遺
跡
な
ど
、
時

間
が
あ
れ
ば
国
分
尼
寺
跡
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
途
中
、「
福
屋

盛
寿
の
郷
」（
和
風
カ
フ
ェ
）
で
和
菓
子

と
お
茶
を
味
わ
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
日
▼
4
月
29
日
（
水
・
祝
日
）

集
合
時
間
▼
午
後
1
時

集
合
場
所
▼
徳
島
市
考
古
資
料
館
駐
車
場

参
加
費
▼
国
分
寺
庭
園
拝
観
料
3
0
0
円
、
茶
菓
子
代
実
費

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
0
9
0
4
5
0
8
0
5
3
8
（
丁
山
）
へ
、

4
月
20
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
入
会
員

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
推
薦
人
）

有
田
優
紀
子

〒
7
7
9
―
0
1
0
5

板
野
郡
板
野
町
大
寺
露
ノ
口
3
5
―
1
0（
鈴
木
綾
子
副
会
長
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ご
逝
去
の
二
日
前
ま
で
創
作
活
動
に
励
ま
れ
、
ペ
ン
と
原
稿
用
紙
を
携
え
て

黄
泉
へ
と
旅
立
た
れ
ま
し
た
。
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
し
て
斯
く
あ
り
た

い
も
の
で
す
。
心
か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
合
掌
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〇
昨
年
末
、
中
国
で
発
症
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
罹
患
者
の
ニ
ュ
ー
ス
や
不

確
か
な
情
報
な
ど
、
世
界
的
規
模
で
影
響
が
拡

が
っ
て
い
ま
す
。
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威

に
よ
り
、
行
事
の
延
期
や
中
止
が
余
儀
な
く
さ

れ
、
3
月
1
日
に
予

定
の
研
修
会
が
中

止
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
の
表
彰
式
も
総
会
へ
延
期
と

な
り
ま
し
た
。
早
く
穏
や
か
な
日
常
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

〇
4
月
29
日
（
水
・
祝
日
）
に
春
の
文
学
散
歩
、
5

月
16
日
（
土
）
に
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
の
親
交
を
深
め
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

記
後

集
編

ペ
ン
ク
ラ
ブ
春
の
文
学
散
歩

国
府
町
気
延
山
東
麓

国
府
町
気
延
山
東
麓

4
月
29
日（
水
・
祝
日
）国分寺国分寺
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